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僕たちの住む北海道には、北方領土と呼ばれる四つの島々があります。それは、択捉島、国後島、

色丹島、歯舞群島です。これらの島は今、ロシアが管理していますが、日本も自分たちの領土だと

主張していて、長い間もめごとが続いています。 

北方領土の問題は、第二次世界大戦の終わりに始まりました。戦争の最後、当時のソ連が日本に

攻め込み、これらの島を占領しました。それ以来、ロシアはそのまま島を不法占拠しており、日本

は島の返還がされておらず、平和条約も結ばれていません。 

この問題について僕が一番強く思うのは、僕たちの世代がもっとこの問題に関心を持たなければ

ならないということです。僕も最初はあまり詳しく知りませんでしたが、調べていくうちに、北方

領土が北海道の歴史や文化にとって大切な意味を持っていると分かりました。将来を担う僕たちが、

過去にどんなことがあったのかを知らなければ、同じような問題がまた起きてしまうかもしれませ

ん。 

この問題を解決するためにロシアとの対話をあきらめない姿勢が大切だと思います。すぐに交渉

が進むのは難しいかもしれませんがだからこそ、経済や文化の交流などを通じて少しずつ信頼を築

くことが必要だと感じます。僕だったら、まずおたがいの国の文化をもっと知ってもらうイベント

や交流を増やし、相手を知る努力をしたいと思います。 

また、日本だけでなく、世界の国々とも協力して問題解決を目指すことが大切です。たとえば、

国際会議などで北方領土の現状を伝え、日本が平和的な方法で解決したいという思いを発信すれば、

他の国々からの理解や支援が得られるかもしれません。世界に向けて戦争ではなく対話で解決する

国という姿を見せることが日本の信頼にもつながると思います。 

僕が一番心を動かされたのは、元島民の方々の話です。自分のふるさとに戻れず、家やお墓にも

行けないまま年を重ねている人たちがたくさんいると知り、とても胸が痛くなりました。僕は、そ

の人たちが、安心して島に帰れる日が一日でも早く来てほしいと心から願っています。そのために

も、この問題は昔のことではなく、今も続いている現在の課題だということを忘れてはいけないと

と思います。 

これからの日本と世界の平和のために、僕も北方領土についてもっと学び、伝えていける人にな

りたいと思います。 


